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雨天順延日/１０月１３日（月・祝）

[主催・お問い合わせ] みはまふるさとまつり実行委員会
[事務局] 美浜町役場地域戦略課　電話：0569-82-1111㈹

〒470-2492 愛知県知多郡美浜町大字河和字北田面１０６番地

美浜町LINE公式アカウントを
開設しました !

イベントや行政に関するお知らせを配信するほか、

暮らしに必要な情報など様々なメニューをご利用いただけます。

令和7年度文化庁文化芸術振興費補助金
（地域文化財総合活用推進事業）

美浜町総合公園特設会場会  場
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愛知県美浜町
Aichi Mihama-town

祝
美浜町制70周年

本町は、知多半島の南部に位置し、三河湾と伊勢湾に面した温暖で

緑豊かな町です。昭和30年に河和町と野間町が合併して誕生し、

昭和32年に小鈴谷町上野間地区を編入して現在の町域となりました。

美しい自然環境に恵まれながらも、都市部への交通アクセスが良く、

落ち着いた住環境と子育てのしやすさから、住宅都市としての魅力を

高めています。町内には日本福祉大学や愛知県美浜自然の家などの

教育施設、美浜町運動公園をはじめとするスポーツ施設も整い、学びや

交流の場が充実しています。

また、三河湾国定公園や天然記念物「鵜の山鵜繁殖地」、源平合戦

ゆかりの「大御堂寺」など、自然や歴史に触れられる地域資源も豊富な、

暮らしと観光が調和する町です。
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美浜町は昭和30年4月1日に誕生し、本年で70周年を迎えます。

この節目の年を祝うため、「みはまふるさとまつり」の開催を計画し、

2月には実行委員会を立ち上げ、準備を進めてまいりました。

まつりには、布土区3台、北方区1台、河和区2台、小野浦区1台、野間

地区1台、奥田地区2台、上野間区2台の山車、さらに矢梨区の館を

1台を加え、計13台が美浜町総合公園に集結します。

会場では、各地区のお囃子や大太鼓、日本福祉大学付属高校・和太鼓

部による演奏など、迫力ある伝統芸能も披露されます。

そしてフィナーレでは、美浜音頭・小唄保存会を中心に、ご来場の

皆様と参加者が一体となって美浜音頭とみはま小唄を踊り、まつりを

締めくくります。

「みはまふるさとまつり」が、町制70周年を祝いながら、地域と地域・

人と人との絆を育み、美浜町のさらなる活性化につながることを

みはまふるさとまつり実行委員会
実行委員長

榊原 康宏
美浜町制70周年記念事業「みはまふるさとまつり」が、実行委員会

と各地区の皆様のご尽力により、盛大に開催されますことを心より

感謝申し上げます。

「みはまふるさとまつり」は、町内の山車や館13台が一堂に会し、

お囃子、からくり人形、大太鼓、和太鼓といった伝統芸能をご披露

いただけるほか、皆様が楽しめるよう射的などの出店や商工会

の協力によるキッチンカー等の出店もご用意いただきました。

各地区のお祭りは、開催される場所や時期が異なるため、こうした

伝統の数々が一度に楽しめる機会は大変貴重です。ぜひ、会場に

足をお運びいただき、華やかで賑わいのある「みはまふるさと

まつり」をお楽しみください。

町制70周年という節目の年を皆様と一緒にお祝いし、美浜町の

誇りと魅力を存分に感じられるまつりになりますよう、大いに

盛り上げたいと思いますので、よろしくお願いします。

美浜町長

八谷 充則
願っております。

ぜひ多くの皆様にご来場いただき、祭り人と来場者が心を一つに

楽しむことで、「みはまふるさとまつり」を盛大なものとしていただけ

れば幸いです。

最後に、開催にあたりご尽力いただいた皆様に、心より感謝申し

上げます。

ごあいさつ

ｐ.5-6 会場マップ・

 山車運行スケジュール

p.7 伝統芸能・ステージイベント

 みはま山車まつりの様子

p.8 駐車場案内

p.9-16 美浜の山車・伝統芸能紹介

p.17-2６ 協賛企業紹介
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美浜町制70周年記念事業 みはまふるさとまつり実行委員会
[事務局・お問い合わせ] 美浜町役場地域戦略課　電話：0569-82-1111㈹　〒470-2492 愛知県知多郡美浜町大字河和字北田面１０６番地

愛知県・愛知県教育委員会・美浜町教育委員会・美浜町商工会・（一社）あいち美浜町観光協会・
中日新聞社・知多半島ケーブルネットワーク（株）

後　援

主　催
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※当日は通常の駐車場は利用できません。
　グラウンド、水野屋敷または緑地広場の
　駐車場をご利用ください。

至上野間駅 ▼

▼

至美浜IC

駐車場
案内

▶p.8

駐車場
案内

▶p.8

緑地広場一般駐車場

グ
ラ
ウ
ン
ド
一
般
駐
車
場

ス
テ
ー
ジ

体育館

12 天 王 車 11 護 王 車 10 赤 龍 車

9 四 嶋 車 8 越智嶋車7 龍 神 車6 南　 車

13 山 王 車

3 北 神 車

４ 　館

5 八 幡 丸
2 汐 吹 車

1 力 神 車
停止線 待機線

天 王 車

護 王 車

赤 龍 車

四 嶋 車

越智嶋車

龍 神 車

南      車

八 幡 丸

館

北 神 車

汐 吹 車

力 神 車

山 王 車

本部・来賓席

出店・飲食エリア
出店・飲食エリア

図書館

ケーブルテレビ
にて生中継！
（予定）

LIVE

入口横のトイレは
使用可能

※改修工事のため使用できません。

関係者駐車場

9:30 力神車 河和北組

9:33 汐吹車 河和中組

9:36 北神車 北方区北神会

9:39 館 矢梨区

9:42 八幡丸 小野浦区

9:45 南　車 奥田南組

9:48 龍神車 奥田北中組

9:51 越智嶋車 上野間北祭典部

9:54 四嶋車 上野間南祭典部

9:57 赤龍車 野間地区

10:00 護王車 布土上村組

10:03 天王車 布土平田組

10:06 山王車 布土大池組

13:35 山王車 布土大池組

13:38 天王車 布土平田組

13:41 護王車 布土上村組

13:44 赤龍車 野間地区

13:47 四嶋車 上野間南祭典部

13:50 越智嶋車 上野間北祭典部

13:53 龍神車 奥田北中組

13:56 南　車 奥田南組

13:59 八幡丸 小野浦区

14:02 館 矢梨区

14:05 北神車 北方区北神会

14:08 汐吹車 河和中組

14:11 力神車 河和北組

伝統芸能・ステージイベント
各山車、またはステージで、各地区の伝統芸能の披露と

日本福祉大学付属高校和太鼓部による演奏が行われます。

9:00~14:30

出店・飲食エリアでは、射的・パターゴルフ、
キッチンカー等があります。

山車入場

山車退場

詳細・
スケジュール
▶p.7

※行事内容が変更となる場合がありますのでご了承ください。

会 場 マ ッ プ &
山車運行スケジュール山車運行スケジュール

フィナーレに
山車の周りで
美浜音頭・
みはま小唄を
踊ります。
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至
美
浜
IC▶

◀
至
上
野
間
駅

図書館

体育館

テニスコート

グラウンド
一般駐車場

緑地広場
一般駐車場

水野屋敷
一般駐車場

駐車場案内

※山車の運行時には、片側交通規制を行う場合があります。

247

247

274

N

山車運行コース

山車運行コース

小野浦
海水浴場

野間
海水浴場

野間埼灯台

知多奥田駅
●日本
　福祉大 ●

美浜町
役場

美浜緑苑駅

上野間駅

美浜IC

内海駅

南知多IC

河和口駅

河和駅河和駅

名鉄
河和
線

河和口
海水浴場

野間駅

名
鉄
知
多
新
線

南
知
多
道
路

小野浦

みはま山車まつりの様子（２０１５年）

当日は通常の駐車場は
利用できません。

グラウンド、水野屋敷
または緑地広場の駐車場を

ご利用ください。

太鼓の音色は“こころの響き”
今年で創部37年を迎えた和太鼓部「楽鼓（らっこ）」は、「楽しくたたく」

をモットーに地域に出かけ、公演活動を続けています。部員の多く

が和太鼓初心者で、仲間との支え合いの中で全国レベルの和太鼓

演奏集団に成長していきます。全国大会・海外での演奏だけではなく、

地域での演奏から被災地での激励演奏など、創部以来900回以上

の公演を重ねる、「地域に育てられた部活動」です。

日本福祉大学付属高等学校　和太鼓部「楽鼓」

美浜町総合公園
特設会場

河和方面よりお越しの場合

上野間方面よりお越しの場合

伝統芸能・
ステージイベント

10:15 開会式　来賓・実行委員長　挨拶

10:30 矢梨区　囃子

10:50 各山車伝統芸能披露　大太鼓・からくり人形

11:10 奥田祭礼部 北中組 南組　囃子

11:30 各山車伝統芸能披露　囃子

11:50 野間地区　木遣り節・囃子

12:10 各山車伝統芸能披露　からくり人形

12:30 日福大付属高校和太鼓部　和太鼓

13:00 美浜音頭・小唄保存会　美浜音頭・みはま小唄

13:30 閉会式 副実行委員長　挨拶

各地区のお囃子やからくり人形、日本福祉大学付属高校和太鼓部による

演奏が披露されます。フィナーレには山車のまわりで盆踊りも行います。

ステージ

ステージ

ステージ

ステージ

ステージ

ステージ

山 車

山 車

山 車

山車
周辺

※行事内容が変更となる場合がありますのでご了承ください。
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布土平田組の天王車です。この山車は、今から二百十八

年前の文化四年（西暦１８０７年）に造られ、町指定文化財

になっています。明治の初年に常滑市大谷奥条から譲り

受けたもので知多型の古い型に属するもので神明造りで

もあり非常に貴重な山車です。またこの山車は、仏壇車で

特徴として６本柱で一部障子は無く、前壇の彫刻は、怒りの

あまり蛇神となった清姫が釣鐘の中に逃げ込んだ安珍を

鐘ごと焼き殺すという安珍・清姫伝説の釣鐘と蛇の彫刻が

なされています。山車全体としては彫り物が少なく、木部は

すべて漆塗り仕上げとなっています。

お囃子は、他の地区にはない鐘巻の曲や、道路の曲り角で

演ずる万切角の曲があり、非常に調子の良い曲で他の

地区からうらやましがられています。

天
王
車

布
土

平
田
組

上村組の護王車です。この山車は、嘉永二年、（１８４９年）に

内海村東端の前野小兵衛冶氏により創建され山車の

前壇に彫られた中国の古事、鬼退治の彫刻にちなんで

護王車と名付けられました。その後、下半田南組が購入し

祭礼が行われていました。明治１４年（１８６８年）３月１５日に

布土上村組が下半田南組より祭車護王車、恵比寿、大黒の

二福神のからくり人形と共に譲り受けたと、上村組所蔵の

書物に記されています。代表彫刻は、前壇（護王の夢物語）、

持送り（力神）　脇障子（猿の木遊び）などがあり、いずれも

諏訪の立川和四郎富重の作であります。上山人形は、

玉屋庄兵衛作の通称「梅ノ木木偶」（梅ノ木に飛び移り

逆立ちをして太鼓をたたくからくり）と、唐子遊び、恵比寿、

大黒の四体を所有しています。四体のからくり人形を所有

する山車組は、珍しいと聞いております。

護
王
車

布
土

上
村
組

この山車は、昭和二十四年早々当時の青年団から山車の

建設意欲が高まり 総代、世話人、役員等が山車の古い物を

探しまわり半田の中埜酢店の倉庫に大屋根と前檀のある

ことを確認し、所有者の山車工匠　石堂武雄氏より購入、

それを基にして石堂武雄氏の指導により地元の大工の協力

にて再興されました。作者は不詳ですが、前檀の屋根裏に

嘉永五年子六月の作（１８５３）月磯先生の書と書かれて

おり、今から１７２年前の物と推測されます。

さらに大太鼓も所有しており、１７０年前から祭礼時に使用

されています。この大太鼓は着物を着ている太鼓では、

大型の物で希少です。祭礼では、保育園の年中（5歳児）が、

神社への奉納の舞（三番叟）を演じています。

山車並びに大太鼓は平成７年１１月に美浜町有形文化財に

指定されています。

山
王
車

布
土

大
池
組

獅子舞の伝統が絶え、北方の勇み囃を守るため2003年に

北方保存会を発足しました。

当初は大人が子供たちに笛、小太鼓、大太鼓を教える事

から始まり、2008年に住民一丸となって手作りで作られた

山車(北神車(きたかみしゃ))が完成すると同時に北神会と

改め北神会の中に梶方部会、お囃子部会等を設置し、

2009年春の祭礼から曳き回しを行っています。当初、

お囃子の曲も5曲程度でしたが年々の練習の成果が表れ、

今ではオリジナル曲を含めて10曲となっています。一方

山車は、踏切(幅・高さ・重量の制限)を横断する関係から

小型に作られています。今後は、装飾やお囃子のレベル

アップを図り、この伝統を50年・100年先まで伝えるために

努力をしていきます。

北
神
車

北
方
区

北
神
会

て
ん
　
　
　
の
う
　
　
　
し
ゃ

さ
ん
　
　
　
の
う
　
　
　
し
ゃ

ご
　
　
　
　
お
う
　
　
　
し
ゃ

き
た

 
 
 
 
 

か
み

 
 
 
 
 

し
ゃ

美浜の山車・伝統芸能
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浦戸区は、小数行政区ならではの絆の強い人情味の

ある地域です。    

浦戸区の所在地は、美浜町役場南の北田面地区と

浦戸落合区地区の二つに分かれています。  

なぜ、二つの地区に分かれているのかと申しますと、

もともと河和中学校南側の田園地帯に立地しており

ましたが、1941年(昭和16年)の河和海軍航空隊の

建設に伴い強制移転命令があり、1942年(昭和17年末

ごろ)から1943年(昭和18年)にかけて現在の地に

集団移住し現在に至っております。(今年で移転後

83年目を迎えております) 

主な行事としては、①壬生神社での活動は、4月;祭礼、

6月;農休み、11月;新嘗祭、12月;元旦祭、振舞い酒など、

また大澤稲荷では1月;大祭を開催し地域全体で盛り

上げております。 

②高齢者サロン『すずめのいえ』も今年で活動15年目を

迎え1回/月の活動を行っております。

③ボランティア活動も活発に行っており、主に壬生神社、

大澤稲荷、称名寺(お墓)、憩いの家などの除草作業を

1回/月行っており美化活動を推進しております。 

浦
戸
区

河和中組汐車は、宝暦5年（1755年）江戸時代中期の建造で

躯体作者は、知多郡横松村の奉納大工　藤原朝臣と

岸幕善兵衛宗次によるものです。前壇の作者は、尾張藩

御彫物師　早瀬長兵衛・仲蔵の合作といわれ、全体を

黒漆と金箔、極彩色で仕上げているため通称「仏壇車」と

も言います。

この山車は明治36年（1903年）半田市乙川南組から購入

したものと伝えられております。

人形は二体、前壇の人形はアオゾウといいます。また上山の

人形はからくり人形で名前は「三番叟」と言い、演題は

「三番叟社変わり」です。

汐
吹
車

河
和

中
組

河和北組力神車は、昭和11年（1936年）の建造で、山車

棟梁は、半田の大工 石堂喜一、彫物作者は、新美常次郎・

通称「彫常」との合作です。

代表彫刻は懸魚には鳳凰、蟇股には竜虎、蹴込には唐獅子

に手まり、壇箱には七福神そして脇障子には神功皇后と

武内宿祢が配置されております。中でも一番の彫物は

この山車の名前の由来になっている大きな力神が持送り

に配置されております。

上山には二体のからくり人形がおります。この人形の起源は

寛政2年（1790年）蔦谷藤吉の作であり、演題は「肩車

唐子遊び」と言います。

力
神
車

河
和
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矢梨区は、阿奈志神社を氏神として祀り建て、3月下旬～

4月上旬に祭礼を実施しています。

祭礼は、高野山の二人の修行僧を浄瑠璃として演じ、

獅子舞は、女獅子の厄除けとして演じ、また、子どもたちの

混ざったお囃子を奉納しています。

戦後は、浄瑠璃、歌舞伎、お囃子など賑やかに祭事が催され

ていましたが、若者たちの参加が少なくなりました。太鼓、

笛などの後継者が少なくなり、今の形の祭礼が実施され

ています。こんな課題の抱えた今、これからの郷土の祭り

としての新しい形を整え、これからの神社を中心とした

祭礼を守り続けていきたいと思います。

阿奈志神社は、日本大和武尊を祭神とし、但馬庄矢梨村

「八剣宮」と称し、西暦１１８６年に従三位阿奈志天神の

位階賜り建立されました。

明治４５年５月２８日名古屋藩庁「本国神名帳」を所載する

に当たり「阿奈志神社」と社号訂正しました。

境内には、９つの末社を祀っており、「津嶋社」、「御鍬社」、

「秋葉社」、「天神社」、「山神社」、「金乃比羅社」、「御獄社」、

「太子社」、「出雲大社」の９社です。

矢梨の区民の皆様に、より親しまれる神社にしていきます

のでよろしくお願いします。

年末年始　壬生神社振舞い酒

浦戸大澤稲荷大祭

高齢者サロン『すずめのいえ』 ボランティア活動
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この山車は、小野浦が文久三年（1863年）祭礼用として

当時の代官所（横須賀村）に船型山車の建造申請し、

元治二年（1865年）にお許しを得て、東端村（内海）の

船大工吉兵衛が前野定治郎の納屋で造ったと伝えられ、

千石船の特徴をよく表現している秀作です。

船首は低めに、船尾は高めに造られており、車輪の直径は

後輪が前輪よりも５センチメートルほど大きく造られて

います。全体に塗装が施されており、金物も多く使われて

います。なお、破風屋根が光線の透けてみえる形式となって

おり、古式を留めています。

現在、この山車は三吉頌徳碑横の御車部屋に保管され、

子ども大名行列の用具は小野浦公会堂に保管されてい

ます。

八
幡
丸

小
野
浦

野間の山車は、山車祭りを通じ、まちの活性化や地域の

つながりを深めることを目的に、野間を愛し、これら目的に

賛同した若者たちが集まり、平成２３年より山車の製作を

開始し、平成２４年には冨具神社の神武祭に、平成２６年

からは冨具神社と神明神社の神武祭に参加しています。

山車の幕や彫刻などは、地元企業や個人からのご厚意に

より寄贈を受けています。

幕は、京都川島織物製で、水引き幕は、「本白羅紗地に本金糸

にてしめ縄柄を肉盛総手刺繍仕上げ」、大幕は「本厚手

緋羅紗地無地」、大幕トメ金具は、「蝙蝠」となっています。

彫刻は、脇障子には「傘風子仙人」、「陣南仙人」　前山懸魚

には「赤龍」　持ち送りには「波と亀」が施されています。

お囃子は、冨具神社、神明神社の神武祭当日に、山車の運行

や神社境内などでお披露目をしております。

野
間

赤
龍
車

大己貴神社の御遷宮を機に長らく途絶えていた祭礼を

復活しようとする機運が有志により高まり、平成2年に

お囃子を復活することができ平成17年にはお囃子に加え

祭礼の華として地区内を曳き回す山車を有志によって

建造することができました。

翌年の平成18年には、日本経済団体連合会第13代会長

榊原定征氏が東レ株式会社社長時代に大幕を寄贈された

ことに始まり、年々地元区民の寄付・努力により手直しと

改良をし、平成28年に上半田南組より「ゴマ、台輪、梶棒、

柱」を譲り受け、充実した現在の山車となりました。

【代表彫刻】

壇箱「竜虎」・脇障子「風神雷神」・前山蟇股「七副神」・

前山懸魚「鳳凰」

蹴込「唐獅子に手まり」・持送り「力神」

南 

車

奥
田

南
組

奥田北中区の龍神車は、祭りの衰退を心配した地元有志が

2004年に建造した山車で、2012年に半田市乙川地区

浅井山よりゴマを、半田市下半田地区東組より台輪を

譲り受け大改修を行い現在の形になりました。

檀箱には、太陽の神様である天照大神の『岩戸隠れ～

岩戸開き』の彫刻で無病息災を願い、御祭神は国造りの神、

農業神、商業神、医療神である大国主之命(大己貴ノ神)

であり、奥田北中区の私たちの生活に欠かせない水の

神様が、村々の川や畑の作物が豊かに育ちますようにと

大切な水を分配して下さるので、その恵みに感謝した

人々の願いより堂山高欄廻りは、雨を司る飛龍、雲に龍と

いった題材が多く施されています。中でも、京都の川島

織物の蜀江小花模様の水引、大幕の『阿吽の龍』の勇壮な

刺繍は山車を一段と引き立てています。
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上野間野間神社の神武祭の起源は古く、元禄年間（１６８８

－１７０３）で 300年以上前に始まったと言われ、現在の

越智嶋の山車は、1858年(安政５年)に新造され、３台目と

言われています。

彫刻は、諏訪立川流一門の作で、段箱には「粟穂に鶉」

「鍾馗の鬼退治」「力神」、脇障子には「三国志」蹴込には

「獅子に手鞠」が施されています。

お囃子には、「せめ」「早舟」「関所」「せんだい」「早馬」など

沢山の曲があり、山車が動いている時、止まっている時、

屋台を上げる時、野間神社の坂を下ろす時などその時々に

よって曲を変えていきます。

からくりは、『田村川神亀の釣竿 源義経日之出車 源氏

烏帽子折之段』という演目で人形浄瑠璃による糸からくり

芝居で、源義経（大将）、監物太郎頼方と馬、烏帽子屋五

郎太郎の娘東雲（姫）の３体を合計１５人の若衆で人形を

操って大立ち回りを演じます。

祭礼本日の越智嶋の見所としては、細くて狭い道行と

越智嶋・四嶋の二台揃って野間神社の長い坂の上げ下ろし

です。(この上野間の祭礼は、３月末の吉日に行われます。)

越
智
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上野間の祭礼は西暦1686～1703年頃から始まったとされ、

それ以降山車は安政の大火や内海に売却などを経て、

現在の山車は1853年に地元出身の中野甚右衛門重富

（立川和四郎富昌門人）・鵜飼丈助によって新造されたと

記録されています。

山車の特徴としては屋台柱の隔に比べて屋根が大きく、

上山舞台では上山（じょうやま・小学6年生）が四方に乗って

ザイを振り、奉納では３体の糸絡繰り人形が浄瑠璃の語り

に合わせて演じられます。

祭礼の見所としては野間神社の「坂上げ・坂下り」で、

坂上げでは引き綱に添え綱を足して山車を上げ、坂下り

では〆綱という直径１０センチ以上ある綱を山車に縛って

下ろします。 

【主な彫刻】
力人　海常に鶏（立川和四郎富昌門人中野甚右衛門

門重富）

大幕　緋羅紗　水引幕　羅紗に鶏（森髙雅　下絵）

絡繰り人形　坂上惟茂卿（大将）　轟軍太　鬼女（姫）

（現在使われている人形は2010年に新造・萬屋仁兵衛）

美浜町有形文化財指定
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美浜緑苑は1987年に「とこはるの郷 美浜緑苑」として

名鉄が開発したニュータウンです。

そして38年経った今、518世帯 1230人、65歳以上423人、

平均年齢53歳が暮らす自然豊かな閑静な住宅地です。

緑苑は区民の協力により、たくさんの行事を行って

います。メインイベントは納涼夏祭りです。夜店、盆踊り、

抽選会と大勢の参加を頂き楽しみの場になっています。

また自主防災会を中心に避難訓練、消火訓練等防災

美
浜
緑
苑
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美浜音頭・小唄保存会は、「美浜音頭」と「みはま小唄」を

永遠に普及・保存するとともに、他の民踊等の普及を図る

ことを目的とし、昭和56年7月に前身の「美浜音頭保存会」

から改名しました。本年で47年目、総勢162名（令和７年）で、

諸先輩方が大切にしてきた「美浜音頭」と「みはま小唄」こ

の二曲を後世に残すべく日々活動をしております。

会の主要事業として毎年夏に「美浜民踊まつり」を開催し

ています。令和6年度からは「美浜夏まつり」に名称をかえ、

保存会会員だけでなく、多くの皆様の参加を得て、美浜

音頭、みはま小唄の他様々な曲の踊りも楽しく踊っています。

毎年民謡踊りの講師を招いて新曲の練習や「美浜音頭」と

「みはま小唄」の練習会を「民踊講習会・団体役員練習会」

として会員及び一般の方を対象に美浜町総合公園体育館

で開催しています。

又、町内の各小学校に出向き、美浜音頭・みはま小唄の

踊りを子ども達に指導しています。このほか、町内外の介護

施設開催の夏まつりへの参加協力や、施設慰問等を行って

います。　

ご興味のある方・踊ってみたい方、Ｗｅｌｃｏｍｅです。お近く

の会員にお申し出ください。一緒に踊ってみませんか？

美
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美浜音頭・小唄保存会のあゆみ
・昭和30年  河和町・野間町が合併し、美浜町が誕生する。

  記念に「美浜音頭」が作られる。

・昭和53年11月 「美浜音頭保存会」が結成される

・昭和55年6月 町制25周年記念として「みはま小唄」が作られる。

・昭和56年7月 「美浜音頭・小唄保存会」と改名し、現在に至る。

・美浜音頭： 日本コロムビア株式会社に委託製作、作詞 城ゆたか、

 作曲 森一也、唄 島倉千代子と青木光一。

・みはま小唄： 東芝レコードに委託製作、作詞 佐藤千秋、

 作曲 野村旬平、編曲 斉藤恒夫、唄 葵ひろ子

活動に積極的に取り組んでおり、大震災に備えています。 

他にも高齢者の楽しみ「敬老お祝い会」、子供達に

「クリスマスプレゼント配布」、緑苑美化運動「除草・

剪定作業」で住み良い緑苑を目指しています。

あなたも、緑苑に引っ越してきませんか。待っています。 
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